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のイベントです。
詳細決まり次第、HP で公開・　
　お申込みを受け付けます。
■『JIYU1123』
―のんびりぐるり世代をこえた
JIYUDAY―
会場：自由学園キャンパス内
日時：11月 23日（日・祝）
10：00～ 15：00
「JIYU1123 マーケット」
「ワークショップ」
「ピアノコンサート」
「南沢カフェ」
最高学部「講座リレー：自由学園
と戦後 80年」
中等部・高等部「黎花祭」
幼児生活団幼稚園「クリスマス
オーナメント作り」「友の会友愛
セール」「LA祭」など
入場予約不要
■「南沢キャンパス開設 100 周
年記念　地形図と空中写真にみる
南沢キャンパス周辺の変化～明治
から令和までの 150 年～」
場所：しののめ茶寮 2階
期間：2025年11月4日～30日ー

※お問合せ先：自由学園学園長室

TEL : 042-428-4232
e-mail
headoffice-info@jiyu.ac.jp
URL : https://www.jiyu.ac.jp
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《自由学園・みらいかん》

（東久留米市学園町 1-9-16)
● 11 月 13（木）9 時 30 分～
11時 20分。
家事家計講習会～お子さんも一緒
にどうぞ～。暮らしに役立つヒン
トがいっぱい！　資料代 300 円

《南部地域センター》

※各イベント問合わせは南部地域
センター（指定管理者（株）セイ
ウン）☎ 042-451-2021
Mail  higashikurume_nanbu@
s-seiun.co.jp

★《第４回みんなの交流祭》
・10月 18日 ( 土 ) ～ 19 日 ( 日 )
※ステージ発表（2階講習室）
※フリーマーケット ( ピロティ )
※展示（1階ロビー）
※ 脳 ト レ 体 操 体 験 (10/19、
10:00 ～ 12:00 2 階講習室 )
※ バ ル ー ン ア ー ト (10/19、
10:00 ～ 16:00、1階ロビー )・ 
※フラワーアレンジメント体験
（10/19、14 時～ 16 時調理集会
室）
《交流祭以外のイベント》
★終い方応援講座「終活やること

リスト」
※なくしましょう！自分と家族の
心配・後悔…今だからできること、
一緒に準備しませんか！？
・11 月 21 日 ( 金 ) 14:00 ～
16:00
・定員：12名（先着順）
・参加費：無料
・受付：10月 3日 13:00 から
★「シニアヨーガ」
・10月10日(金)・10月24日(金)
・11月14日(金)・11月28日(金)
・対象：65歳以上
・定員：各回６名 初心者限定
・参加費：700円（当日払い）
★「なんぶ野菜市」
無農薬の新鮮な野菜と果物を地
域の皆様に提供・販売。ぜひお立
ち寄りください。（毎週火曜日）
・会場：ピロティ 10:00 ～ 12:00
・協力：株式会社グルッペ
★「バクさんとうたおう！」
・10月26日(日）・11月30日(日)
　開場 13：15　開演 13:30 ～
15：30　・参加費 500円
★「なんぶ朝市」開店
・11月 2日 ( 日）9:30 ～ 11:30
・協力：なんぶ朝市事務局
★「介護予防・きくちゃんの脳ト
レ体操」
・11月2日(日)・11月16日(日)・
12 月 7日 ( 日 )10:00 ～ 12:00
・参加費 100 円・定員 10名
★「なんぶ おしゃべりサロン」
・11月2日(日 )　・12月7日(日 )

　　13:30 ～ 15:30 音楽室
・参加費 100円
★「まあぶるミニバザー」
・10 月 21 日 ( 火 )・11 月 25 日
( 火 )13:30 ～ 15:00 問合せ：（社
福）すぎのこまあぶる 042-473-
5896

《自由学園》

■自由学園幼児生活団
親子でわかる！幼稚園入園説明会
日時：10 月 18 日（ 土 ）10:00
～ 11:30
場所：自由学園幼児生活団幼稚園
教育理念や園での生活についてご
説明いたします。在園児保護者か
らのお話もございます。託児のご
用意もあるので、お子様連れでも
安心してご参加頂けます。
■自由学園幼児生活団園庭開放
開催日：10 月 2 日（木）、10 月
22日（水）＝食事つき、
時間：10:00 ～ 11:00　※食事つ
きの場合は 12:00 頃終了
詳細決まり次第、HPでお申込み
を受け付けます。
■自由学園初等部
JIYU のひろば～学びの共有会～
日時：11月 29日（土）
初等部の至る所で児童たちによる
発表が行われる一日です。大人に
与えられたテーマではなく、各自
がテーマを決めて発表を準備して
います。自由学園初等部ならでは

お　し　ら　せ

　

、
が
す
ま
り
あ
も
日
い
暑
だ
ま
だ
ま

と
秋
。
た
し
ま
り
な
に
秋
は
で
上
の
暦

、
秋
の
り
実
、
秋
の
術
芸
、
秋
の
書
読

。
す
ま
り
あ
が
秋
の
○
○
な
々
様
と

　

い
思
ず
ま
を
葉
紅
と
う
い
と
秋
は
私

寒
り
な
か
は
実
、
も
で
。
す
ま
べ
か
浮

た
い
な
か
付
色
が
葉
と
い
な
ら
な
く

　

市
都
に
特
、
ら
た
み
て
べ
調
は
れ
こ

は
で
域
地
な
暖
温
的
較
比
の
温
気
や
部

に
特
た
ま
、
め
た
い
な
少
が
差
の
暖
寒

そ
と
こ
の
尚
、
り
よ
に
化
暖
温
の
今
昨

。
す
で
う
よ
る
な
に
態
状
な
う
よ
の

　

感
体
の
ち
た
私
、
の
の
も
う
い
は
と

ス
や
紅
亦
吾
は
で
場
市
て
し
行
先
り
よ

。
た
し
ま
き
て
出
が
花
草
の
色
秋
、
キ
ス

も
と
と
暦
、
く
な
で
み
の
況
状
の
際
実

し
楽
を
の
も
の
は
で
ら
な
節
季
の
そ
に

。
す
ま
い
思
と
だ
化
文
も
の
る
め

　

子
辛
唐
も
に
外
以
紅
亦
吾
や
キ
ス
ス

赤
、
の
も
た
い
づ
色
の
実
の
ラ
バ
、
や

、
花
郎
女
、
ス
モ
ス
コ
、
菊
の
色
黄
や

さ
く
た
は
花
草
の
秋
々
等
マ
カ
バ
ジ
フ

。
す
ま
り
あ
ん

？
か
ん
せ
ま
り
浸

(
)

り
ま
川
立

042-423-8646

　

業
事
念
記
年
周
０
０
１
は
で
会
治
自

て
し
画
企
を
ト
ン
ベ
イ
な
々
様
て
し
と

ま
し
せ
ら
知
お
を
要
概
の
そ
。
す
ま
い

）
照
参
シ
ラ
チ
は
細
詳
（
す

未
と
し
ら
暮
の
町
園
学
、
ぐ
な
つ
「
●

11
月
23

鮮
新
！
消
地
産
地
「」
会
換
交
の
種
と

12
月
20ど

こ
で
」
ん
か
い
ら
み
「
は
前
午
、
日

。
料
無
費
加
参
に
も
と
。
ト

ぐ
防
を
戦
大
界
世
次
３
第
「
会
演
講
●月

10

自
。
で
堂
講
念
記
園
学
由
自
、
日

経
本
日
（
氏
之
浩
田
秋
の
業
卒
園
学
由

。
料
無
費
加
参
。
演
講
別

ち
た
人
の
住
在
町
園
学
、
は
会
金
二

来
以
成
結
、
で

15

。
た
し
ま
え
迎
を
年
周。

す
ま
し
催
開
を
ト

時
日
　

11
月
17

場
開
）
月
（
日

13
時
30

演
開
。
分

　

14
時

）
ク
ン
リ
ド
ン
ワ
（
円
０
０
５
３
費
会

き
弾
ノ
ア
ピ
（
ん
さ
士
久
賀
古
ト
ス
ゲ

ア
（
ん
さ
子
貴
枝
藤
、）
胡
二
（
ん
さ
樹

２
町
園
学
は
み
込
し
申
・
せ
わ
合
い
問

８
４
７
７
・
２
２
４
・
２
４
０

　

帯
携

。
へ
）
１
７
７
９
・
２
５
０
４
・
０
９
０●

10
月
26

）
日
（
日

11

12

半
時

12

ハ
ら
か
時1-14-31

。
方
名
浜

花だより㊸

　まだ暑いけれど

　気持ちだけでも

　秋に浸りませんか

立川まり



学園町自治会新聞 2025年10月10日発行  （3）

　

推
を
り
く
づ
ち
ま
い
し
美
の
緑
と
花

の
り
ど
み
「
織
組
主
自
の
民
住
る
す
進

月
９
、
が
」
会

14

寮
茶
め
の
の
し
、
日

学
高
最
園
学
由
自
、
れ
か
開
で
庭
前
の

生
年
１
と
ん
さ
歩
出
中
、
生
究
研
の
部

し
ま
し
加
参
が
ん
さ
子
里
有
谷
長
の

㈱
。
た

HITOTOW
A

の
部
学
同
、
が

け
お
に
辺
周
町
園
学
、
で
加
参
の
て
し

と
う
よ
し
動
活
に
緒
一
、
び
学
を
み
組

。
す
で
み
試
う
い

HITOTOW
A

、
はし

ら
暮
な
か
豊
り
よ
、
え
考
を
か
何
は

活
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
す
案
提
を
方

め
た
の
町
園
学
、
で
社
会
る
い
て
し
動

が
ん
さ
史
昌
荒
の
会
治
自
町
園
学
。
す

イ
ネ
、
た
ま
。
す
ま
い
て
め
務
を
表
代

と
性
係
関
る
え
合
け
助
が
々
人
す
ら
暮

お
に
市
都
、
て
じ
通
を
り
く
づ
み
組
仕

る
け
い
て
し
決
解
を
題
課
な
々
様
る
け

け
受
を
修
研
。
す
で
と
こ
る
す
に
う
よ

て
せ
寄
を
稿
原
に
版
ら
わ
か
が
人
二
た

。
た
し
ま
れ
く

の
と
ん
さ
な
み
の
町
園
学

て
し
指
目
流
交

　
　
　
　

出
中

　
歩

　

を
部
学
高
最
園
学
由
自
度
年
昨
は
私

籍
在
て
し
と
生
究
研
は
在
現
、
し
業
卒

関
に
」
場
う
集
が
人
「。
す
ま
い
て
し

イ
ネ
「
に
期
学
春
度
年
今
、
ち
持
を
心

の
ど
が
園
学
由
自
、
は
で
義
講
。
た
し

町
園
学
、
り
た
い
歩
を
町
園
学
に
際
実

し
ま
び
学
て
い
つ
に
章
憲
町
園
学
た
れ

。
た

　

通
に
園
学
由
自
ら
か
部
等
初
は
私

が
り
ば
ひ
、
い

ん
住
に
地
団
丘

、
め
た
る
い
で

上
り
取
で
義
講

リ
エ
た
れ
ら
げ

身
も
て
と
は
ア

し
で
の
も
な
近

、
し
か
し
。
た

り
成
の
町
園
学

園
学
、
や
ち
立

、
と
こ
の
章
憲
町

し
そ
、
式
様
築
建
た
れ
さ
残
に
町
園
学

し
営
運
を
ス
ラ
テ
り
ば
ひ
の
所
近
、
て

わ
に
ち
ま
「
る
い
て

　

」
丘
が
り
ば
ひ

あ
く
多
が
と
こ
い
な
ら
知
ど
な
と
こ
の

立
創
、
が
町
園
学
、
た
ま
。
た
し
ま
り

る
あ
で
街
る
れ
ふ
あ
緑
な
う
よ
の
初
当

も
と
こ
る
い
て
し
く
尽
を
力
、
に
め
た

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
知

　

る
け
向
を
目
に
境
環
る
が
広
に
り
回
の

グ
ロ
プ
創
共
生
共
の
部
学
高
最
、
え
考

て
じ
通
を
ム
ラ

HITOTOW
A

短
の
で月

９
、
て
し
と
環
一
の
動
活
の
そ

14
日参

に
」
会
換
交
の
苗
と
種
「
う
行
が
ん

会
出
の
々
人
が
会
換
交
。
た
し
ま
し
加

　

、
は
徒
生
の
園
学
由
自
、
で
ろ
こ
と

だ
る
す
用
利
て
し
と
道
り
通
を
町
園
学

が
会
機
つ
持
を
心
関
か
な
か
な
、
で
け

が
り
ば
ひ
や
町
園
学
、
方
一
、
く
な
少

園
学
由
自
、
も
ち
た
人
む
住
に
地
団
丘

い
な
は
で
の
い
な
少
が
会
機
る
れ
訪
を

に
町
園
学
で
ま
今
。
た
し
ま
じ
感
と
か

こ
る
い
て
れ
わ
行
月
毎
、
が
す
で
の
た

生
園
学
、
も
で
け
だ
す
出
を
顔
に
会
の

生
が
流
交
の
と
々
人
む
住
に
町
園
学
と

、
も
後
今
。
ん
せ
ま
り
あ
い
違
に
る
れ
ま

。
す
ま
い
思
と

く
驚
に
さ
近
の
」
離
距
の
心
「
の
民
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
長

　

子
里
有

　

へ
町
園
学
て
め
初
に
月
４
年
今
は
私

の
士
同
々
人
の
域
地
、
が
す
で
の
た
来

さ
し
美
の
町
や
さ
近
の
」
離
距
の
心
「

菜
野
で
店
売
販
人
無
。
た
し
ま
き
驚
に

も
き
書
落
は
に
り
通
。
す
ま
い
も
方
る

の
こ
て
し
に
う
よ
の
ど
。
ん
せ
ま
り
あ

み
休
夏
。
た
し
ま
り
な
く
た
り
知
か
の

に
つ
一
の
ム
ラ
グ
ロ
プ
創
共
生
共
に
前

HITOTOW
A

参
り
知
を
と
こ
る
あ
が

。
す
で
の
た
め
決
を
と
こ
る
す
加

　

月
９

10

ス
ラ
テ
り
ば
ひ
は
日

118サ
を
動
活
の
民
住
の
域
地
、
い
伺
へ

で
域
地
が
身
自
で
ま
れ
こ
は
私
。
た
し

で
誰
は
で
域
地
の
こ
、
し
か
し
。
す
で

い
思
と
る
あ
が
境
環
い
す
や
し
話
が
も

で
う
よ
の
前
り
た
当
は
れ
そ
。
た
し
ま

ベ
イ
。
す
で
と
こ
い
な
は
で
前
り
た
当

楽
で
代
年
の
れ
ぞ
れ
そ
も
容
内
の
ト
ン

重
を
歳
が
身
自
、
り
あ
が
の
も
る
め
し

敵
素
は
と
こ
る
あ
が
ト
ン
ベ
イ
も
て
ね

た
し
ら
暮
く
長
。
た
し
ま
い
思
と
な
だ

。
ね
す
で
町
る
な
く

　

月
９

14

」
会
換
交
の
苗
と
種
「
は
日

か
引
を
手
に
親
両
。
た
し
ま
し
加
参
に

、
ら
か
子
の
年
学
低
校
学
小
た
来
て
れ

が
代
世
い
広
幅
ど
な
婦
夫
、
方
の
齢
高

　

月
９
の
日
の
老
敬

15

学
、）
月
（
日

い
行
を
り
配
飯
赤
の
例
恒
会
治
自
町
園

年
今
。
た
し
ま

70

と
人
た
え
迎
を
歳

77

は
年
今
、
で
象
対
が
人
の
上
以
歳

年
昨
。
た
し
ま
り
配
に
方
の
名
３
２
２

。
す
で
加
増
人
３
り
よ
名
０
２
２
の

　

が
温
気
高
最
は
京
東
も
日
の
こ

30

を
度

と
所
布
配
も
で
れ
そ
。
日
夏
真
る
え
超

前
午
、
は

10

さ
長
組
の
組
各
ら
か
前
時

。
た
し
ま
け
届
に
家
の
軒
一
軒

　

様
の
り
寄
年
お
、
は
り
配
飯
赤
の
こ

も
味
意
な
要
重
う
い
と
る
す
認
確
を
子

否
安
の
ろ
ご
日
た
し
う
こ
。
す
ま
り
あ

時
害
災
の
ど
な
震
地
や
雨
豪
、
は
認
確

。
す
で
の
も
つ
立
役
も
に

に
人
３
２
２
、
日
の
老
敬

た
し
ま
り
配
を
飯
赤
お

で
場
る
き
で
の
と
こ
る
す
流
交
り
ま
集

が
民
住
。
た
し
ま
し
感
実
を
と
こ
る
あ

て
し
に
み
し
楽
を
ト
ン
ベ
イ
の
こ
月
毎

ば
れ
け
な
ら
作
で
分
自
は
間
時
す
話
と

。
た
し
ま
じ
感
と
」
い
な
ら
な

　

月
９
、
て
し
そ

17

第
米
留
久
東
、
日

種
「
や
町
園
学
に
生
年
６
で
校
学
小
二

し
ま
し
話
て
い
つ
に
」
会
換
交
の
苗
と

高
が
心
関
る
す
対
に
町
の
生
学
小
。
た

　

の
こ
「」
い
た
け
続
み
住
に
町
園
学
「

抱
を
い
思
う
い
と
」
い
た
り
守
を
色
景

げ
繋
に
代
世
の
次
「
を
い
思
の
そ
、
き

い
て
え
増
が
ち
た
人
る
え
考
と
」
い
た
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た
し
落
段
一
が
さ
暑
の
夏
く
や
う
よ月

９

27

園
学
由
自
は
在
現
、）
土
（
日

の
半
時
９
朝
。
放
開
に
般
一
を
庭
園

採
虫
や
い
拾
り
ぐ
ん
ど
、
り
ま
集
が
族

。
た
し
ま
じ
興
に
び
遊
泥
や
び
遊
水
、
り

　

回
り
走
、
び
遊
に
由
自
が
ち
た
供
子

子
い
さ
小
が
ち
た
ん
さ
兄
お
の
生
学
中

。
た
し
ま
れ
ら
見
が
景
光
い
し
ま
笑
微

、
う
い
と
る
見
を
供
子
る
い
で
ん
遊
で

。
た
し
ま
れ
ら
得
が
き
と
と
ひ

　

放
開
を
庭
園
に
日
曜
土
４
第
も
後
今

の
れ
連
ん
さ
子
お
い
さ
小
。
定
予
る
す

て
せ
わ
合
い
誘
お
、
く
な
で
け
だ
族
家

　

ベ
イ
念
記
年
周
０
０
１
生
誕
町
園
学

、
が
」
う
よ
み
て
し
旅
を
界
世
の
）
ね

月
８

23

近
。
た
し
ま
れ
か
開
で
ズ
ン
モ
コ
グ
ン

生
学
小
の
隣

24

お
の
者
護
保
の
そ
と
名

の
師
講
。
加
参
が
ん
さ
父
お
、
ん
さ
母

、
長
部
部
等
中
園
学
由
自
（
生
先
基
縣
山

植
い
な
き
で
動
移
「、
が
）
諭
教
科
理

、
げ
広
を
所
場
活
生
に
う
よ
の
ど
は
物

義
講
を
」
か
の
く
い
て
し
や
増
を
孫
子

。
た
し
ま
し

　

マ
・
ラ
ト
ミ
ソ
ル
ア
物
植
の
科
リ
ウ

る
あ
も
子
種
な
う
よ
の
バ
ル
カ
ロ
ク

と
紙
折
を
型
模
の
子
種
の
バ
ル
カ
ロ
ク

飛
を
中
室
教
が
型
模
の
皆
。
た
し
ま
み

そ
し
楽
ら
か
徒
生
、
し
空
滑
、
い
交
び

生
が
ク
ス
リ
の
下
以
は
に
町
園
学
、
は

。
す
ま
れ
ら
え
考
が
と
こ
る
じ

行
進
の
化
分
細
の
地
敷
・

加
増
の
採
伐
木
樹
の
時
却
売
地
土
・

物
建
な
的
鎖
閉
た
れ
わ
覆
で
塀
い
高
・

加
増
の

⁷

リ
時
害
災
（
加
増
の
宅
住
つ
建
に
い
ぱ

）
加
増
の
ク
ス

⁸

、
昇
上
温
気
の
季
夏
う
伴
に
少
減
の
緑
・

題
問
水
排
水
雨

⁸

象
現
ド

⁹

化
悪
の

失
喪
の

-

下
低
値
価
の
域
地

¹⁰

由
自
（

と
化
文
「
た
き
て
れ
ま
育
に
共
と
園
学

、
れ
薄
が
色
特
う
い
と
」
地
宅
住
の
緑

）
る
な
と
部
一
の
地
宅
住
外
郊

に
り
わ
お

　

る
守
を
み
な
ち
ま
と
境
環
の
町
園
学

し
と
度
制
を
」
い
想
「
の
民
住
、
は
に

て
え
考
と
欠
可
不
が
と
こ
る
す
立
確
て

。
す
ま
い

　

門
専
や
員
委
営
運
、
在
現
め
た
の
そ

久
東
、
め
進
を
り
く
づ
案
素
に
共
と
家

協
に
的
期
定
も
と
部
設
建
市
都
市
米
留

市
米
留
久
東
。
す
ま
い
て
し
始
開
を
議

」）
訂
改
度
年
２
和
令
（
ン
ラ

¹¹

、
も
に

ま
い
て
れ
さ
記
明
が
想
構
の
町
園
学

。
す

　

る
す
定
制
を
画
計
区
地
、
に
的
終
最

ね
委
に
断
判
の
ん
さ
皆
、
は
か
う
ど
か

さ
皆
の
員
会
治
自
は
後
今
。
す
ま
れ
ら

議
協
、
し
催
開
を
会
明
説
て
け
向
に
ま

覧
回
は
程
日
催
開
。
す
ま
け
設
を
場
の

積
ひ
ぜ
、
で
の
す
ま
し
せ
ら
知
お
で
板

な
の
憚
忌
、
き
だ
た
い
加
参
ご
に
的
極

。
い
さ
だ
く
せ
寄
お
を
見
意
ご
い

』
し
べ
す
さ
得
を
由
自
に
ら
汝
は
理
真
『¹²

̶
̶
 

の
園
学
由
自
た
し
譲
分
を
町
園
学

さ
放
解
ら
か
約
制
に
単
、
は
」
由
自
「

め
求
を
理
真
「、
く
な
は
で
由
自
る
れ

」
由
自
る
す
動
行
、
り
取
び
選
ら
自
、
て

。
す
で

　

会
治
自
、
た
ま
も
定
策
の
画
計
区
地

。
す
で
」
由
自
「
る
取
び
選
が
ん
さ
皆
の

釈
注¹

代
木
立

　

田
玄

 

大
悠

, 

上
村
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所
社
友
之
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資
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, 

究
研
学
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, 2024, 
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² 

定
選
・
歴
賞
受

　

2022

18

、）
団
財
興
振
産
生
宅
住
（
賞
秀

2024

が
町

 DOCOM
OM
O Japan 

歴
「
り
よ
に

・
築
建
る
れ
さ
待
期
を
承
継
の
値
価
的
史

定
選
に
」
み
な
ち
ま³ 

章
憲
町
園
学

　

2008

年 

会
総
会
治
自

始
開
用
運
、
認
承
で⁴

　

2023

自
（
施
実
年

掲
に
号
３
０
１
」
版
ら
わ
か
「
報
広
会
治

）
載⁵ 

域
地
途
用

　

第
「
は
分
部
大
の
町
園
学

 

図
画
計
市
都⁶ 

し
通
見
と
犯
防

　

安
・
全
安
「
庁
察
警

防
「
省
交
国
、」
綱
要
進
推
り
く
づ
ち
ま
心

↓
」
針
指
り
く
づ
ち
ま
犯

 

見
「
も
れ
ず
い

位
と
則
原
本
基
の
犯
防
を
」
保
確
の
し
通

け
づ
置⁷

物
建
な
的
鎖
閉
た
れ
わ
覆
で
塀
い
高

　
づ
ち
ま
犯
防
「
省
交
国
、」
綱
要
進
推
り

宮
（
文
論
会
学
画
計
市
都
、」
針
指
り
く

評
定
鑑
産
動
不
「
省
交
国
、）
か
ほ
勝
脇

」
準
基
価⁸ 

ク
ス
リ
時
害
災
と
題
問
水
排
水
雨

　

出グ
「
省
境
環
、」
査
調
る
す
関
に
果
効
備

引
手
の
業
事
備
整
区
街
災
防
「
省
通
交
土

」
き⁹ 

　

」
画
計
行
実
策¹⁰

落
下
の
値
価
場
市
、
下
低
値
価
の
域
地

　

典
出

:

地
が
制
規
観
景
「
か
ほ
勝
脇
宮

市
都
」
究
研
る
す
関
に
響
影
す
ぼ
及
に
価

（
集
文
論
会
学
画
計

2010

グ
『
省
境
環、
）

2019

、）』
準
基
価
評
定
鑑
産
動
不
『
省
通
交
土
国

↓
）
版
新
最
（

 

並
街
・
境
環
辺
周
・
観
景

に
式
正
て
し
と
」
因
要
成
形
格
価
「
は
み

。
る
い
て
れ
ら
け
づ
置
位¹¹

年
３
和
令

10

】
想
構
別
域
地
章
４
第
【
月

　

住
の
目
丁
二
・
一
町
園
学
「
域
地
部
南

全
保
と
持
維
の
境
環
住
な
好
良
、
は
地
宅

域
地
ど
な
度
制
画
計
区
地
、
め
た
る
図
を

」。
す
ま¹²

」
し
べ
す
さ
得
を
由
自
に
ら
汝
は
理
真
「

　

書
聖
約
新

 

書
音
福
る
よ
に
ネ
ハ
ヨ
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推
を
り
く
づ
ち
ま
い
し
美
の
緑
と
花

の
り
ど
み
「
織
組
主
自
の
民
住
る
す
進

月
９
、
が
」
会

14

寮
茶
め
の
の
し
、
日

学
高
最
園
学
由
自
、
れ
か
開
で
庭
前
の

生
年
１
と
ん
さ
歩
出
中
、
生
究
研
の
部

し
ま
し
加
参
が
ん
さ
子
里
有
谷
長
の

㈱
。
た

HITOTOW
A

の
部
学
同
、
が

け
お
に
辺
周
町
園
学
、
で
加
参
の
て
し

と
う
よ
し
動
活
に
緒
一
、
び
学
を
み
組

。
す
で
み
試
う
い

HITOTOW
A

、
はし

ら
暮
な
か
豊
り
よ
、
え
考
を
か
何
は

活
て
し
と
的
目
を
と
こ
る
す
案
提
を
方

め
た
の
町
園
学
、
で
社
会
る
い
て
し
動

が
ん
さ
史
昌
荒
の
会
治
自
町
園
学
。
す

イ
ネ
、
た
ま
。
す
ま
い
て
め
務
を
表
代

と
性
係
関
る
え
合
け
助
が
々
人
す
ら
暮

お
に
市
都
、
て
じ
通
を
り
く
づ
み
組
仕

る
け
い
て
し
決
解
を
題
課
な
々
様
る
け

け
受
を
修
研
。
す
で
と
こ
る
す
に
う
よ

て
せ
寄
を
稿
原
に
版
ら
わ
か
が
人
二
た

。
た
し
ま
れ
く

の
と
ん
さ
な
み
の
町
園
学

て
し
指
目
流
交

　
　
　
　

出
中

　
歩

　

を
部
学
高
最
園
学
由
自
度
年
昨
は
私

籍
在
て
し
と
生
究
研
は
在
現
、
し
業
卒

関
に
」
場
う
集
が
人
「。
す
ま
い
て
し

イ
ネ
「
に
期
学
春
度
年
今
、
ち
持
を
心

の
ど
が
園
学
由
自
、
は
で
義
講
。
た
し

町
園
学
、
り
た
い
歩
を
町
園
学
に
際
実

し
ま
び
学
て
い
つ
に
章
憲
町
園
学
た
れ

。
た

　

通
に
園
学
由
自
ら
か
部
等
初
は
私

が
り
ば
ひ
、
い

ん
住
に
地
団
丘

、
め
た
る
い
で

上
り
取
で
義
講

リ
エ
た
れ
ら
げ

身
も
て
と
は
ア

し
で
の
も
な
近

、
し
か
し
。
た

り
成
の
町
園
学

園
学
、
や
ち
立

、
と
こ
の
章
憲
町

し
そ
、
式
様
築
建
た
れ
さ
残
に
町
園
学

し
営
運
を
ス
ラ
テ
り
ば
ひ
の
所
近
、
て

わ
に
ち
ま
「
る
い
て

　

」
丘
が
り
ば
ひ

あ
く
多
が
と
こ
い
な
ら
知
ど
な
と
こ
の

立
創
、
が
町
園
学
、
た
ま
。
た
し
ま
り

る
あ
で
街
る
れ
ふ
あ
緑
な
う
よ
の
初
当

も
と
こ
る
い
て
し
く
尽
を
力
、
に
め
た

。
た
し
ま
き
で
が
と
こ
る
知

　

る
け
向
を
目
に
境
環
る
が
広
に
り
回
の

グ
ロ
プ
創
共
生
共
の
部
学
高
最
、
え
考

て
じ
通
を
ム
ラ

HITOTOW
A

短
の
で月

９
、
て
し
と
環
一
の
動
活
の
そ

14
日参

に
」
会
換
交
の
苗
と
種
「
う
行
が
ん

会
出
の
々
人
が
会
換
交
。
た
し
ま
し
加

　

、
は
徒
生
の
園
学
由
自
、
で
ろ
こ
と

だ
る
す
用
利
て
し
と
道
り
通
を
町
園
学

が
会
機
つ
持
を
心
関
か
な
か
な
、
で
け

が
り
ば
ひ
や
町
園
学
、
方
一
、
く
な
少

園
学
由
自
、
も
ち
た
人
む
住
に
地
団
丘

い
な
は
で
の
い
な
少
が
会
機
る
れ
訪
を

に
町
園
学
で
ま
今
。
た
し
ま
じ
感
と
か

こ
る
い
て
れ
わ
行
月
毎
、
が
す
で
の
た

生
園
学
、
も
で
け
だ
す
出
を
顔
に
会
の

生
が
流
交
の
と
々
人
む
住
に
町
園
学
と

、
も
後
今
。
ん
せ
ま
り
あ
い
違
に
る
れ
ま

。
す
ま
い
思
と

く
驚
に
さ
近
の
」
離
距
の
心
「
の
民
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
長

　

子
里
有

　

へ
町
園
学
て
め
初
に
月
４
年
今
は
私

の
士
同
々
人
の
域
地
、
が
す
で
の
た
来

さ
し
美
の
町
や
さ
近
の
」
離
距
の
心
「

菜
野
で
店
売
販
人
無
。
た
し
ま
き
驚
に

も
き
書
落
は
に
り
通
。
す
ま
い
も
方
る

の
こ
て
し
に
う
よ
の
ど
。
ん
せ
ま
り
あ

み
休
夏
。
た
し
ま
り
な
く
た
り
知
か
の

に
つ
一
の
ム
ラ
グ
ロ
プ
創
共
生
共
に
前

HITOTOW
A

参
り
知
を
と
こ
る
あ
が

。
す
で
の
た
め
決
を
と
こ
る
す
加

　

月
９

10

ス
ラ
テ
り
ば
ひ
は
日

118サ
を
動
活
の
民
住
の
域
地
、
い
伺
へ

で
域
地
が
身
自
で
ま
れ
こ
は
私
。
た
し

で
誰
は
で
域
地
の
こ
、
し
か
し
。
す
で

い
思
と
る
あ
が
境
環
い
す
や
し
話
が
も

で
う
よ
の
前
り
た
当
は
れ
そ
。
た
し
ま

ベ
イ
。
す
で
と
こ
い
な
は
で
前
り
た
当

楽
で
代
年
の
れ
ぞ
れ
そ
も
容
内
の
ト
ン

重
を
歳
が
身
自
、
り
あ
が
の
も
る
め
し

敵
素
は
と
こ
る
あ
が
ト
ン
ベ
イ
も
て
ね

た
し
ら
暮
く
長
。
た
し
ま
い
思
と
な
だ

。
ね
す
で
町
る
な
く

　

月
９

14

」
会
換
交
の
苗
と
種
「
は
日

か
引
を
手
に
親
両
。
た
し
ま
し
加
参
に

、
ら
か
子
の
年
学
低
校
学
小
た
来
て
れ

が
代
世
い
広
幅
ど
な
婦
夫
、
方
の
齢
高

　

月
９
の
日
の
老
敬

15

学
、）
月
（
日

い
行
を
り
配
飯
赤
の
例
恒
会
治
自
町
園

年
今
。
た
し
ま

70

と
人
た
え
迎
を
歳

77

は
年
今
、
で
象
対
が
人
の
上
以
歳

年
昨
。
た
し
ま
り
配
に
方
の
名
３
２
２

。
す
で
加
増
人
３
り
よ
名
０
２
２
の

　

が
温
気
高
最
は
京
東
も
日
の
こ

30

を
度

と
所
布
配
も
で
れ
そ
。
日
夏
真
る
え
超

前
午
、
は

10

さ
長
組
の
組
各
ら
か
前
時

。
た
し
ま
け
届
に
家
の
軒
一
軒

　

様
の
り
寄
年
お
、
は
り
配
飯
赤
の
こ

も
味
意
な
要
重
う
い
と
る
す
認
確
を
子

否
安
の
ろ
ご
日
た
し
う
こ
。
す
ま
り
あ

時
害
災
の
ど
な
震
地
や
雨
豪
、
は
認
確

。
す
で
の
も
つ
立
役
も
に

に
人
３
２
２
、
日
の
老
敬

た
し
ま
り
配
を
飯
赤
お

で
場
る
き
で
の
と
こ
る
す
流
交
り
ま
集

が
民
住
。
た
し
ま
し
感
実
を
と
こ
る
あ

て
し
に
み
し
楽
を
ト
ン
ベ
イ
の
こ
月
毎

ば
れ
け
な
ら
作
で
分
自
は
間
時
す
話
と

。
た
し
ま
じ
感
と
」
い
な
ら
な

　

月
９
、
て
し
そ

17

第
米
留
久
東
、
日

種
「
や
町
園
学
に
生
年
６
で
校
学
小
二

し
ま
し
話
て
い
つ
に
」
会
換
交
の
苗
と

高
が
心
関
る
す
対
に
町
の
生
学
小
。
た

　

の
こ
「」
い
た
け
続
み
住
に
町
園
学
「

抱
を
い
思
う
い
と
」
い
た
り
守
を
色
景

げ
繋
に
代
世
の
次
「
を
い
思
の
そ
、
き

い
て
え
増
が
ち
た
人
る
え
考
と
」
い
た

学園町自治会新聞 2025年10月10日発行  （2）

　

た
し
落
段
一
が
さ
暑
の
夏
く
や
う
よ月

９

27

園
学
由
自
は
在
現
、）
土
（
日

の
半
時
９
朝
。
放
開
に
般
一
を
庭
園

採
虫
や
い
拾
り
ぐ
ん
ど
、
り
ま
集
が
族

。
た
し
ま
じ
興
に
び
遊
泥
や
び
遊
水
、
り

　

回
り
走
、
び
遊
に
由
自
が
ち
た
供
子

子
い
さ
小
が
ち
た
ん
さ
兄
お
の
生
学
中

。
た
し
ま
れ
ら
見
が
景
光
い
し
ま
笑
微

、
う
い
と
る
見
を
供
子
る
い
で
ん
遊
で

。
た
し
ま
れ
ら
得
が
き
と
と
ひ

　

放
開
を
庭
園
に
日
曜
土
４
第
も
後
今

の
れ
連
ん
さ
子
お
い
さ
小
。
定
予
る
す

て
せ
わ
合
い
誘
お
、
く
な
で
け
だ
族
家

　

ベ
イ
念
記
年
周
０
０
１
生
誕
町
園
学

、
が
」
う
よ
み
て
し
旅
を
界
世
の
）
ね

月
８

23

近
。
た
し
ま
れ
か
開
で
ズ
ン
モ
コ
グ
ン

生
学
小
の
隣

24

お
の
者
護
保
の
そ
と
名

の
師
講
。
加
参
が
ん
さ
父
お
、
ん
さ
母

、
長
部
部
等
中
園
学
由
自
（
生
先
基
縣
山

植
い
な
き
で
動
移
「、
が
）
諭
教
科
理

、
げ
広
を
所
場
活
生
に
う
よ
の
ど
は
物

義
講
を
」
か
の
く
い
て
し
や
増
を
孫
子

。
た
し
ま
し

　

マ
・
ラ
ト
ミ
ソ
ル
ア
物
植
の
科
リ
ウ

る
あ
も
子
種
な
う
よ
の
バ
ル
カ
ロ
ク

と
紙
折
を
型
模
の
子
種
の
バ
ル
カ
ロ
ク

飛
を
中
室
教
が
型
模
の
皆
。
た
し
ま
み

そ
し
楽
ら
か
徒
生
、
し
空
滑
、
い
交
び

生
が
ク
ス
リ
の
下
以
は
に
町
園
学
、
は

。
す
ま
れ
ら
え
考
が
と
こ
る
じ

行
進
の
化
分
細
の
地
敷
・

加
増
の
採
伐
木
樹
の
時
却
売
地
土
・

物
建
な
的
鎖
閉
た
れ
わ
覆
で
塀
い
高
・

加
増
の

⁷

リ
時
害
災
（
加
増
の
宅
住
つ
建
に
い
ぱ

）
加
増
の
ク
ス

⁸

、
昇
上
温
気
の
季
夏
う
伴
に
少
減
の
緑
・

題
問
水
排
水
雨

⁸

象
現
ド

⁹

化
悪
の

失
喪
の

-

下
低
値
価
の
域
地

¹⁰

由
自
（

と
化
文
「
た
き
て
れ
ま
育
に
共
と
園
学

、
れ
薄
が
色
特
う
い
と
」
地
宅
住
の
緑

）
る
な
と
部
一
の
地
宅
住
外
郊

に
り
わ
お

　

る
守
を
み
な
ち
ま
と
境
環
の
町
園
学

し
と
度
制
を
」
い
想
「
の
民
住
、
は
に

て
え
考
と
欠
可
不
が
と
こ
る
す
立
確
て

。
す
ま
い

　

門
専
や
員
委
営
運
、
在
現
め
た
の
そ

久
東
、
め
進
を
り
く
づ
案
素
に
共
と
家

協
に
的
期
定
も
と
部
設
建
市
都
市
米
留

市
米
留
久
東
。
す
ま
い
て
し
始
開
を
議

」）
訂
改
度
年
２
和
令
（
ン
ラ

¹¹

、
も
に

ま
い
て
れ
さ
記
明
が
想
構
の
町
園
学

。
す

　

る
す
定
制
を
画
計
区
地
、
に
的
終
最

ね
委
に
断
判
の
ん
さ
皆
、
は
か
う
ど
か

さ
皆
の
員
会
治
自
は
後
今
。
す
ま
れ
ら

議
協
、
し
催
開
を
会
明
説
て
け
向
に
ま

覧
回
は
程
日
催
開
。
す
ま
け
設
を
場
の

積
ひ
ぜ
、
で
の
す
ま
し
せ
ら
知
お
で
板

な
の
憚
忌
、
き
だ
た
い
加
参
ご
に
的
極

。
い
さ
だ
く
せ
寄
お
を
見
意
ご
い

』
し
べ
す
さ
得
を
由
自
に
ら
汝
は
理
真
『¹²

̶
̶
 

の
園
学
由
自
た
し
譲
分
を
町
園
学

さ
放
解
ら
か
約
制
に
単
、
は
」
由
自
「

め
求
を
理
真
「、
く
な
は
で
由
自
る
れ

」
由
自
る
す
動
行
、
り
取
び
選
ら
自
、
て

。
す
で

　

会
治
自
、
た
ま
も
定
策
の
画
計
区
地

。
す
で
」
由
自
「
る
取
び
選
が
ん
さ
皆
の

釈
注¹

代
木
立

　

田
玄

 

大
悠

, 

上
村

 

民, 

人
婦

蔵
所
社
友
之

 

料
資
係
関
譲
分
町
園
学
澤
南析

分
と
理
整
の

, 

究
研
学
大
活
生

, 2024, 
9

巻, 1

号, pp.1-15
https://www.jstage.jst.go.jp/article/
jiyu/9/1/9_1/_article/-char/ja

² 

定
選
・
歴
賞
受

　

2022

18

、）
団
財
興
振
産
生
宅
住
（
賞
秀

2024

が
町

 DOCOM
OM
O Japan 

歴
「
り
よ
に

・
築
建
る
れ
さ
待
期
を
承
継
の
値
価
的
史

定
選
に
」
み
な
ち
ま³ 

章
憲
町
園
学

　

2008

年 

会
総
会
治
自

始
開
用
運
、
認
承
で⁴

　

2023

自
（
施
実
年

掲
に
号
３
０
１
」
版
ら
わ
か
「
報
広
会
治

）
載⁵ 

域
地
途
用

　

第
「
は
分
部
大
の
町
園
学

 

図
画
計
市
都⁶ 

し
通
見
と
犯
防

　

安
・
全
安
「
庁
察
警

防
「
省
交
国
、」
綱
要
進
推
り
く
づ
ち
ま
心

↓
」
針
指
り
く
づ
ち
ま
犯

 

見
「
も
れ
ず
い

位
と
則
原
本
基
の
犯
防
を
」
保
確
の
し
通

け
づ
置⁷

物
建
な
的
鎖
閉
た
れ
わ
覆
で
塀
い
高

　
づ
ち
ま
犯
防
「
省
交
国
、」
綱
要
進
推
り

宮
（
文
論
会
学
画
計
市
都
、」
針
指
り
く

評
定
鑑
産
動
不
「
省
交
国
、）
か
ほ
勝
脇

」
準
基
価⁸ 

ク
ス
リ
時
害
災
と
題
問
水
排
水
雨

　

出グ
「
省
境
環
、」
査
調
る
す
関
に
果
効
備

引
手
の
業
事
備
整
区
街
災
防
「
省
通
交
土

」
き⁹ 

　

」
画
計
行
実
策¹⁰

落
下
の
値
価
場
市
、
下
低
値
価
の
域
地

　

典
出

:

地
が
制
規
観
景
「
か
ほ
勝
脇
宮

市
都
」
究
研
る
す
関
に
響
影
す
ぼ
及
に
価

（
集
文
論
会
学
画
計

2010

グ
『
省
境
環、
）

2019

、）』
準
基
価
評
定
鑑
産
動
不
『
省
通
交
土
国

↓
）
版
新
最
（

 

並
街
・
境
環
辺
周
・
観
景

に
式
正
て
し
と
」
因
要
成
形
格
価
「
は
み

。
る
い
て
れ
ら
け
づ
置
位¹¹

年
３
和
令

10

】
想
構
別
域
地
章
４
第
【
月

　

住
の
目
丁
二
・
一
町
園
学
「
域
地
部
南

全
保
と
持
維
の
境
環
住
な
好
良
、
は
地
宅

域
地
ど
な
度
制
画
計
区
地
、
め
た
る
図
を

」。
す
ま¹²

」
し
べ
す
さ
得
を
由
自
に
ら
汝
は
理
真
「

　

書
聖
約
新

 

書
音
福
る
よ
に
ネ
ハ
ヨ
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緯
経

由
自
、
時
譲
分
の
年
５
２
９
１
は
町
園
学

に
め
た
の
景
風
の
体
全
町
「、
が
一
吉
仁
羽
た

な
杉
の
内
画
区
各
、
し
待
期
を
」
と
こ
す
残

」
代
木
立
「、
て
じ
応
に
数
本
の
木
立
の
ど

¹環
な
か
豊
緑
「、
り
ま
始
に
と
こ
た
し
収
徴
を

宅
住
た
し
と
徴
特
を
み
な
ち
ま
の
自
独
と
境

在
現
。
た
し
ま
き
て
し
在
存
、
て
し
と
」
地

景
風
な
特
独
の
野
蔵
武
や
松
い
高
り
よ
根
屋

²

。
す
ま
い
て

　

発
開
や
態
動
口
人
の
体
全
市
都
、
で
方
一

化
変
も
に
町
園
学
、
り
よ
に
り
ま
高
の
力
圧

。
す
ま
い
て
せ
寄
し
押
が
波
の

　

受
を
れ
こ

の
町
園
学
「
ら
自
民
住
、
は
で
町
園
学
、
け

を
思
意
う
言
と
」
る
守
を
み
な
ち
ま
と
境
環

。
た
し
ま
き
て
し
に
確
明

　

年
８
０
０
２

　

憲
町
園
学
「
て
い
お
に
会
総

」
章

³

認
承
を
」
方
仕
の
用
運
「、
び
及

年
３
２
０
２

　

 

⁴

年
４
２
０
２

　

策
の
」
定
協
地
緑
「
で
会
総

）
り
送
見
に
ち
の
（
認
承
を
手
着
に
定

年
５
２
０
２

　

策
の
」
画
計
区
地
「
で
会
総認

承
を
手
着
に
定

　

地
緑
「
た
し
討
検
に
年
４
２
０
２
、
お
な

務
義
力
努
を
ど
な
持
維
垣
け
生
、
は
」
定
協

協
る
よ
に
民
住
た
ま
、
く
強
が
面
側
る
す
と

効
実
め
た
る
な
と
要
必
が
置
設
の
会
員
委
定

ま
し
念
断
を
定
策
、
し
断
判
と
い
し
乏
に
性

束
拘
的
法
り
よ
、
て
し
と
替
代
の
そ
。
た
し

め
決
を
行
移
の
へ
」
画
計
区
地
「
る
あ
の
力

。
た
し
ま

題
問

の
番
一
た
き
て
し
面
直
が
会
治
自
、
年
近

た
れ
さ
定
制
に
供
と
章
憲
町
園
学
、
は
題
問

）
粋
抜
下
以
（
３
と
２
る
あ
に
」
方
仕
の
用
運
「

な
は
で
け
だ
素
要
な
的
済
経
、
は
き
と
う
行

判
合
総
た
め
含
を
」
念
理
の
ち
ま
の
こ
「
く

。
る
す
施
実
、
で
え
う
た
し
を
断

は
て
し
対
に
社
会
設
建
、
社
会
産
動
不
る
す

治
自
う
よ
る
す
底
徹
を
」
念
理
の
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のイベントです。
詳細決まり次第、HP で公開・　
　お申込みを受け付けます。
■『JIYU1123』
―のんびりぐるり世代をこえた
JIYUDAY―
会場：自由学園キャンパス内
日時：11月 23日（日・祝）
10：00～ 15：00
「JIYU1123 マーケット」
「ワークショップ」
「ピアノコンサート」
「南沢カフェ」
最高学部「講座リレー：自由学園
と戦後 80年」
中等部・高等部「黎花祭」
幼児生活団幼稚園「クリスマス
オーナメント作り」「友の会友愛
セール」「LA祭」など
入場予約不要
■「南沢キャンパス開設 100 周
年記念　地形図と空中写真にみる
南沢キャンパス周辺の変化～明治
から令和までの 150 年～」
場所：しののめ茶寮 2階
期間：2025年11月4日～30日ー

※お問合せ先：自由学園学園長室

TEL : 042-428-4232
e-mail
headoffice-info@jiyu.ac.jp
URL : https://www.jiyu.ac.jp

学園町自治会新聞 2025年10月10日発行  （4）

《自由学園・みらいかん》

（東久留米市学園町 1-9-16)
● 11 月 13（木）9 時 30 分～
11時 20分。
家事家計講習会～お子さんも一緒
にどうぞ～。暮らしに役立つヒン
トがいっぱい！　資料代 300 円

《南部地域センター》

※各イベント問合わせは南部地域
センター（指定管理者（株）セイ
ウン）☎ 042-451-2021
Mail  higashikurume_nanbu@
s-seiun.co.jp

★《第４回みんなの交流祭》
・10月 18日 ( 土 ) ～ 19 日 ( 日 )
※ステージ発表（2階講習室）
※フリーマーケット ( ピロティ )
※展示（1階ロビー）
※ 脳 ト レ 体 操 体 験 (10/19、
10:00 ～ 12:00 2 階講習室 )
※ バ ル ー ン ア ー ト (10/19、
10:00 ～ 16:00、1階ロビー )・ 
※フラワーアレンジメント体験
（10/19、14 時～ 16 時調理集会
室）
《交流祭以外のイベント》
★終い方応援講座「終活やること

リスト」
※なくしましょう！自分と家族の
心配・後悔…今だからできること、
一緒に準備しませんか！？
・11 月 21 日 ( 金 ) 14:00 ～
16:00
・定員：12名（先着順）
・参加費：無料
・受付：10月 3日 13:00 から
★「シニアヨーガ」
・10月10日(金)・10月24日(金)
・11月14日(金)・11月28日(金)
・対象：65歳以上
・定員：各回６名 初心者限定
・参加費：700円（当日払い）
★「なんぶ野菜市」
無農薬の新鮮な野菜と果物を地
域の皆様に提供・販売。ぜひお立
ち寄りください。（毎週火曜日）
・会場：ピロティ 10:00 ～ 12:00
・協力：株式会社グルッペ
★「バクさんとうたおう！」
・10月26日(日）・11月30日(日)
　開場 13：15　開演 13:30 ～
15：30　・参加費 500円
★「なんぶ朝市」開店
・11月 2日 ( 日）9:30 ～ 11:30
・協力：なんぶ朝市事務局
★「介護予防・きくちゃんの脳ト
レ体操」
・11月2日(日)・11月16日(日)・
12 月 7日 ( 日 )10:00 ～ 12:00
・参加費 100 円・定員 10名
★「なんぶ おしゃべりサロン」
・11月2日(日 )　・12月7日(日 )

　　13:30 ～ 15:30 音楽室
・参加費 100円
★「まあぶるミニバザー」
・10 月 21 日 ( 火 )・11 月 25 日
( 火 )13:30 ～ 15:00 問合せ：（社
福）すぎのこまあぶる 042-473-
5896

《自由学園》

■自由学園幼児生活団
親子でわかる！幼稚園入園説明会
日時：10 月 18 日（ 土 ）10:00
～ 11:30
場所：自由学園幼児生活団幼稚園
教育理念や園での生活についてご
説明いたします。在園児保護者か
らのお話もございます。託児のご
用意もあるので、お子様連れでも
安心してご参加頂けます。
■自由学園幼児生活団園庭開放
開催日：10 月 2 日（木）、10 月
22日（水）＝食事つき、
時間：10:00 ～ 11:00　※食事つ
きの場合は 12:00 頃終了
詳細決まり次第、HPでお申込み
を受け付けます。
■自由学園初等部
JIYU のひろば～学びの共有会～
日時：11月 29日（土）
初等部の至る所で児童たちによる
発表が行われる一日です。大人に
与えられたテーマではなく、各自
がテーマを決めて発表を準備して
います。自由学園初等部ならでは

お　し　ら　せ
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　まだ暑いけれど
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　秋に浸りませんか
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